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東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
へ
ご
来
場
の
み
な
さ
ん
、
私
た
ち
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ

労
組
を
支
援
す
る
会
」
に
集
ま
る
市
民
と
労
働
者
で
す
。 

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
今
年
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
世
界
二
七
ヶ

国
で
生
産
を
行
い
、
世
界
一
七
一
ヶ
国
で
販
売
を
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
企
業

で
す
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
を
抜
い
て
世
界
一
の
自
動
車

企
業
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

●
九
月
に
行
わ
れ
た
反
ト
ヨ
タ
世
界
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
労
組
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
労
組
を
支
援
す
る
会
の
呼
び
か

け
で
行
わ
れ
た
反
ト
ヨ
タ
世
界
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
海
外
か
ら
ア
ジ
ア
を
中
心
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
四
ヶ
国
を
含
む
海
外
一
七
ヶ
国
、
五

八
の
団
体
・
個
人
、
国
内
か
ら
は
約
三
〇
〇
の
団
体
が
参
加
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
現
地

と
日
本
の
ト
ヨ
タ
本
社
と
日
本
大
使
館
に
対
す
る
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
界
の
諸
団
体･

個
人
が
ト
ヨ
タ
本
社
へ
抗
議
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
、
は
が
き
を
送
り

ま
し
た
。 

●
ト
ヨ
タ
基
本
理
念
に
違
反 

 

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
企
業
経
営
の
基
本
方
針
と
し
て
「
ト
ヨ
タ
基
本
理
念
」
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
そ
の
第
一
番
目
に
「
内
外
の
法
お
よ
び
そ
の
精
神
を
遵
守
し
」
「
国
際

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
市
民
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
労
組
を
敵
視
し
、
団
体
交
渉

に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
ば
か
り
か
、
二
〇
〇
一
年
三
月
に
二
三
三
名
の
組
合
員
を

解
雇
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
国
際
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
ば
か

り
か
、
自
ら
基
本
理
念
を
破
っ
て
い
ま
す
。 

●
国
際
労
働
機
関
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
勧
告 

 

二
〇
〇
三
年
二
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
労

組
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条

約
第
八
七
号
お
よ
び
第
九
八
号
の
順
守
不
履

行
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
に
よ
る

団
結
権
と
団
体
交
渉
権
に
対
す
る
侵
害
を
引

き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
た
」
と
申
立
て
を
し
ま

し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
理
事
会
は
申
立
て
を
認
め
、
こ

れ
ま
で
五
回
の
勧
告
を
出
し
て
い
ま
す
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
は
国
際
機
関
の
勧
告
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
た
だ
ち
に
二
三
三
名
の
組
合
員
の

解
雇
を
撤
回
す
る
べ
き
で
す
。 

 

二
〇
〇
七
年
十
一
月
九
日



<

初
め
て
闘
い
を
知
る
方
の
た
め
に>

 

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
社
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
大
の
自
動
車
会
社 

 

従
業
員
約
一
五
〇
〇
人
（
工
場
労
働
者
約
九
〇
〇
人
）
。
マ
ニ
ラ
近
郊
に
サ
ン
タ
ロ
サ
工

場
が
あ
る
。
社
長
は
日
本
の
ト
ヨ
タ
か
ら
派
遣
。
一
九
八
八
年
創
業
。 

●
組
合
承
認
選
挙
に
会
社
が
介
入 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
労
組
は
、
一
九
九
八
年
四
月
に
、
独
立
組
合
と
し
て
労
働
雇
用
省

に
登
録
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
労
働
協
約
を
結
ぶ
労
使
協
議
を
行
う
権
利
を
得

る
た
め
に
「
組
合
承
認
選
挙
」
が
行
わ
れ
た
。 

 

記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
は
五
〇
〇
票
を
超
え
投
票
数
九
四
三
票
の
過
半
数
を
制
し

た
。
し
か
し
、
ト
ヨ
タ
は
、
課
長
ク
ラ
ス
の
一
〇
五
票
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
し
て
異
議
を

申
し
立
て
、
労
使
協
議
を
開
始
し
な
か
っ
た
。 

●
組
合
勝
利
の
長
官
裁
定
が
出
さ
れ
た
日
に
大
量
解
雇 

 

会
社
側
の
異
議
は
、
労
働
仲
裁
官
、
労
働
次
官
の
い
ず
れ
の
段
階
で
も
却
下
さ
れ
、
二

〇
〇
一
年
三
月
一
六
日
、
つ
い
に
、
労
働
雇
用
省
長
官
の
裁
定
で
組
合
の
勝
利
が
確
定

し
た
。
ま
さ
に
そ
の
日
、
ト
ヨ
タ
は
組
合
員
二
二
七
名
を
解
雇
（
そ
の
後
二
三
三
名
に
）
、

七
〇
名
を
停
職
処
分
し
た
。 

 

理
由
は
、
労
働
雇
用
省
の
公
聴
会
の
山
場
に
、
組
合
員
三
一
七
人
が
参
加
し
た
が
、
こ

れ
が
「
無
断
欠
勤
」
に
あ
た
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

●
ピ
ケ
か
ら
ス
ト
へ
工
場
が
止
ま
っ
た
二
週
間 

 

組
合
は
、
工
場
前
で
ピ
ケ
を
張
り
、
三
月
二
八
日
か
ら
は
、
約
七
〇
〇
人
が
解
雇
撤
回

を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
、
工
場
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
ト
ヨ
タ
は
、
ス
ト
破
り
の
導
入

を
は
か
っ
た
り
、
ア
ロ
ヨ
大
統
領
に
会
っ
て
、
争
議
が
長
引
く
な
ら
投
資
を
引
き
上
げ
る
、

と
圧
力
を
か
け
た
り
し
た
。
さ
ら
に
、
ト
ヨ
タ
を
含
む
日
系
十
一
社
が
労
働
雇
用
省
や

貿
易
産
業
省
に
、
「
争
議
が
解
決
し
な
け
れ
ば
投
資
を
引
き
上
げ
る
」
と
ね
じ
込
ん
だ
と

一
斉
に
報
道
さ
れ
た
。
労
働
雇
用
省
長
官
が
仲
裁
に
乗
り
出
し
、
ス
ト
は
停
止
さ
れ
た
。 

 

こ
の
時
に
、
組
合
員
に
よ
る
「
重
大
な
威
圧
行
為
」
（
に
ら
み
つ
け
た
、
と
か
大
声
を
出
し

た
と
か
）
が
行
わ
れ
た
と
し
て
、
後
に
二
六
名
の
組
合
員
が
刑
事
告
訴
さ
れ
た
。 

●
来
日
闘
争
、
激
励
団
派
遣
、
物
販
で
支
援 

 

二
〇
〇
一
年
四
月
、
組
合
の
エ
ド
委
員
長
が
初
来
日
、
日
本
の
労
働
者
・
市
民
と
と
も

に
ト
ヨ
タ
東
京
本
社
へ
抗
議
と
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
以
降
、
日
本
の
ト
ヨ
タ
へ
の
抗
議
、

現
地
激
励
団
の
派
遣
、
組
合
員
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
物
品
販
売
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

日
本
の
連
帯
し
た
闘
い
で
ト
ヨ
タ
に
い
ど
み
続
け
て
い
る
。 

 

会
社
の
組
合
否
認
・
団
体
交
渉
拒
否
に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
最
高
裁
が
、
組
合
勝
利

の
判
決
。
国
際
労
働
機
関
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
「
結
社
の
自
由
委
員
会
」
も
勧
告
を
出
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
会
社
は
、
法
秩
序
を
無
視
し
て
、
い
ま
だ
に
団
体
交
渉
に
す
ら
応
じ
て
い
な

い
。 


